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Seen in the “Reading Corpus of Non-Native Speakers of Japanese” 
























































た。使用したデータは「読解コーパス」の調査方法に基づいて 2016 年 12 月から 2019 年 1
月にかけて得られたデータである。調査対象となった学習者はヨーロッパ各地の大学で日
本語を習っている初級から上級までの学習者 29 名である。その母語はスロベニア語 14 名
（内 1 名はマケドニア語とのバイリンガル）、スペイン語 6 名（内 3 名はカタルーニャ語と
のバイリンガル）、フランス語 6 名（内 1 名は英語とのバイリンガル）、ドイツ語 2 名、ク










表 1 辞書使用過程の流れ 
検索段階 検索行為 
1．読解環境の整備 辞書・リソース・ツールを選択、入手 
2．検索対象の特定 a. 文章を区切り検索項目を特定 
 b. 検索すべきかどうかを判断 
3．検索方法の決定 a. 辞書形（検索する見出し）を決定 
 b. 辞書、検索方法を選択 
4．検索実行 a. 見出しの検索を実行 





















表 2 学習者が使った辞書ツールの数 















スロベニア語 上 2  1  3 
スロベニア語 上 2    2 
スロベニア語 上  1 3  4 
スロベニア語 上 1  1  2 
スロベニア語 
+マケドニア語 
上 5    5 
フランス語 上   1  1 
クロアチア語 中     0 
スロベニア語 中 3 2   5 
スロベニア語 中 2    2 
スロベニア語 中 5    5 
スロベニア語 中 2    2 
スロベニア語 中  2   2 
スロベニア語 中 6    6 
スロベニア語 中 2    2 
スロベニア語 中 1 2   3 
スロベニア語 中 1 1   2 
ドイツ語 中 3 2   5 





中 1  2  3 
フランス語 初 4    4 
フランス語 初 1 1   2 
フランス語 初   2  2 
フランス語 初  1  1 2 
フランス語+英語 初 4    4 
ドイツ語 初  2   2 
スペイン語 初 2    2 
スペイン語 初 2    2 
スペイン語 
+カタルーニャ語 
初 3    3 
スペイン語 
+カタルーニャ語 
初 3 1 2  6 
 
表２から分かるように、調査対象 29 人の内、単独機器の電子辞書を持っている学習者は
6 人で、書籍の辞書を調査に持参したのは 1 人しかおらず、この学習者も１時間半の調査の
うち１度だけ書籍の辞書を確認し、それ以外の検索はすべて携帯電話のアプリで行った。
携帯電話のアプリを使ったのが 12 人で、オンライン辞書を使ったのが 18 人で最も多かっ
た。 
他の日本国内外の調査でもここ数年の間、書籍と電子辞書の使用が減り、オンライン辞
書とアプリの使用が増えたと報告されている。例えば、鈴木他 (2019) が 2011 年と 2017 年
に日本国内の留学生を対象に実施した辞書使用アンケート調査では、単独機の電子辞書を





























和英オンライン辞書 19 名 Jisho 15 名, Google Translate 9 名, Weblio 5 名, 
Wikipedia 3 名, コトバンク 2 名, WordReference 
1 名, goo 辞書 1 名 
英語・母語オンライ
ン辞書 
10 名 PONS（英語・スロベニア語辞書）7 名, Rječnik
（英語・クロアチア語辞書）1 名, WordReference
（英語・フランス語辞書）1 名 
ウェブ検索 8 名 Google 8 名、Ask 1 名 
日本語・母語オンラ
イン辞書 
4 名 日仏辞典 2 名, 瑠偉オンライン(和西)辞典 1
名, 和独辞典 1 名 




和英辞書 14 名 imiwa? 4名, JED 4名, Takoboto 2名, Jisho 1名, 
Shirabe 2 名, Yomiwa 1 名 




和英辞書 6 名 新和英辞典 4 名，ジーニアス和英辞典 1 名 
日本語・母語辞書 3 名 白水社和西辞典 2 名, 旺文社和仏辞典 1 名 
国語辞書 3 名 大辞泉 2 名, 明鏡国語辞典 1 名 
漢和辞書 2 名 漢語林 1 名 
ゲー
ム機 
ゲーム機搭載辞書 1 名 DS 楽引辞典 1 名 



















































































な調査結果に基づいた、刊行予定の野田他 (2020) のような辞書指導案も望まれる。 
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